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ものではなく,1856年に Virchow に より4例
の剖検例が報告されて以来,種々の領域で検討

























昭和34年 1月 9日,当療養所に入所 した｡
- 1-
- 2- 京大結研紀要 第12巻 第1号
年
体 重 kg

























れる｡すなわち, 昭和35年10月～11月 ご ろ か
ら,中等度の発熱,咳歎,噂族の著明な増加及
び赤沈値の著 しい冗進が続 くようになり,Ⅹ線






培養では47コロニー｡ 赤沈 1時間借 80mm,2
時間値 95mm｡ 肺活量 900cc｡
直ちに,SM･PAS･INH の3者で, 併用療法









沈 も 88-115mm に増加 した｡当時の肺活量は





































































































昭和36年 6月, 強い全身倦怠感や 啄血の た
め,某病院に入院,結核化学療法を受けたが,
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2) 福島 幸吉 ;肺真菌症 (世界保健通信社1963)
3) 福島 幸吉 ;肺真菌症(診断と治療50-12,1962)
4) 堂野前維摩郷 ;交代菌症 (医学書院1958)
5) 堂野前稚摩郷はか;肺真菌症 (内科2-1,1958)





8) 秋葉朝一郎 ;深在真菌症の免疫学的診断法 (日
本臨床18-5,1960)






京大結研紀要 第12巻 第 1号
12) 北本治ほか ;肺アスペルギルス症の1例につい
て (内科1-1,1958)
13) 中林君美ほか ;肺アスペルギルス症の1例 (医
療16-9,1961)
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きものは見 られない. (症例 3)
写真 17×280
写真16中央部の強拡大.Aspergillus
fumigatusであった. (症例3)
ー 10-
写真 18×70
空洞壁の組織像.ラング-ンスの巨細胞とアスペ
ルギルスの菌糸が同時に認められる. (症例2)
写真 20×280
写真18右方郡の政拡大.アスペルギルス菌
糸塊である. (症例 2)
京大結研紀要 第12茄 第1号
写真 19×280
写真18左方中央部を強拡大したもの.ラン
グ-ンスの巨細胞がみられる. (症例2)
